








【要約】

 心筋梗塞は女性では70 歳をピークに発症し、男性の 1/4 の頻度であるが、予後不良の成

人病である。心筋梗塞のリスク因子として、高血圧、高脂血症、肥満等はよく知られてい

る。一方、中高年の高血圧発症には妊娠分娩時の妊娠中毒症、高血庄家族歴、分娩後の肥

満などが密接に関与することがわかっている。

  そこで今回は心筋梗塞をすでに発症している女性を対象に妊娠分娩時の状態を

retrospective に調査検討した。対象は  急性心筋梗塞の診断により東京女子医大心臓血

圧研究所に入院した既往のある 40-80歳の女性 28 名で、平均年齢は 68 歳、平均発作発症

年齢は 63.2歳、平均閉経年齢は 46.6歳であった。平均妊娠回数は 3.5 回、分娩回数は 2.6

回であった。  これらの約半数は高血圧、高脂血症、糖尿病を合併していた。産科的合併

症を検討して見ると、流早産率、妊娠中毒症発症率などには有意性を認めなかった。胎児

発育異常の SFD (8/25 例)、LFD(5/25 例) が高率に認められた。LFD が多いことは糖尿病

合併の多いことと関係があると思われるが、SFD の多いことは、糖尿病合併のなかでもこ

れら児発育異常をおこすような症例での潜在的に存在している可能性のある血管障害や代

謝障害との関連性が示唆され興味深い。

  このことから、心筋梗塞のような重篤な血管障害の予知、予防として過去に SFD、LlD

児を出産したことのある婦人に対しては耐糖能異常の検査を行うことが必要と考えられた。


